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方々にご支援をいただいた.大道粘土の採掘現場

や精製工場の見学や試料採取については長沢陶土

(有)福田忠孝氏及びブルドｰザｰ興産,小林豊

氏にご協力を賜った.萩焼岡田窯の岡田裕氏に

は窯の見学を快諾され,粘土試料を提供して下さ

った.同じく城山窯の金子司氏には古萩美術館

を見学させていただくとともに作陶についてお教え

いただいた.さらに,長沢窯原田隆峰氏にも萩焼に

ついてあれこれとご教示いただいた.以上の方々

に心から謝意を表します.
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註)大道と台道,地名の由来

萩焼の原料粘土｢大道粘土｣が賦存する地域は｢大

道｣あるいは｢台道｣と呼ばれてきた.一体どちらが本

当なのであろうか?

現在,地名｢台道｣は防府市西端の大字名として国

土地理院発行の5万分の1地形図｢防府｣および｢小

郡｣にも表示されている.一方,｢大道｣は山陽本線

｢大道駅｣や学校名として用いられている.

また,萩焼に関するいくつかの書籍ドは,粘土原料

名.産地として｢台道｣が採用されている例も多い.例

えば,坂家四代新兵衛が材料支給を申請した古文書

(1732)には,｢一,台道土八俵｣と記され(坂田泥華,

1979),さらに,明和8年(1772)の御用物諸控,坂新兵

衛の文書中(吉賀･神山,1986)にも台道士が数回用い

られている.

角川日本地名大辞典によれば,この付近は文禄･慶

長の役のときに｢台遣｣と命名された.以後,台遣村と

呼ばれたが,明治22年に台道村と切畑村との合併に

より大道村となった.大道村は昭和30年防府市に編

入され,｢台道｣と｢切畑｣が大字名として残され.駅や

学校の名称には両大字を代表する｢大道｣の名が残さ

れたようだ.
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鉱山地質学の先達｢高島北海｣

萩焼の探訪中,新城(指月城)の南にある城山窯

の敷地内に｢高島北海｣の生家門カミ保存されてい

ることを知った.｢高島北海(1850～1931)｣,彼は

明治時代に活躍した地質学者で,林学者,画家と

しても知られる人だ.ここで｢高島北海｣について

紹介してみよう.

地質学の先達:高島北海は長門国阿武郡萩江向

村(今の萩市江向)に藩医｢高島良台｣の次男とし

て生まれた.明治5年(1872年)工部省鉱山寮

(局)に技師として採用され,政府直轄｢生野銀山

(兵庫県)｣に設置された鉱山業の近代化のための

修学実験所に入り,フランス人鉱山技師コワニｰら

から鉱山学の教育を受けた.明治7年には生野か

ら萩までの往復において｢山陰･山陽土質(地質)

記事｣を著し,さらに山口県の依頼で地形･地質｡

鉱石の調査を行い,明治11年(1878)に山口県地

質図説･同地質分色図として提出した(付図参照).

これらの地質記事や地質図は明治期になって日本

人による最初の地質観察記録であり,わが国の地

学史上その功績は高く評価される(土井,1978.
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林学者へ転身:その後,北海は農商務省地理局

の傭として,日本全国の森林調査のみならず,ヨｰ

ロッパ各地に派遣され,林業の指導者として活躍
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写真は新城(指月城)の南,城山窯の敷地内に移築保存されている｢高島北海｣生家の門.
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図は山口県地質分色図.土井正民(1978)による.山口県立文書館所蔵を故土井正民広島大学教授が写し取ったもの.

した.この問,各地の風景のスケッチ･山水画を多

く残している.

そして日本画壇へ:明治30年(1897)職を辞し,

旧制中学校でを教鞭をとった後,53歳で日本画壇

にデビュｰした.山水画の創作に科学的根拠を与

えようとし,｢地質と画山水の関係｣などについて講

演している.常に自然を愛し,真筆な観察と,その

美を地質学,植物学,動物学等を通じて理解すべ

きだという彼の考えは著書｢写山要訣｣や｢東洋画

について｣に記されている.

昭和6年(1931)82歳で没した.
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